
様式第十四号（第二十六条関係）（平29農水令16・全改、令2農水令83・一部改正） 指定種苗検査結果報告書 年月日 農林水産大臣殿 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 理事（種苗管理担当） 又は 独立行政法人家畜改良センター 理事長 種苗法第63条第3項の規定に基づき、下記のとおり指定種苗の検査結果を報告します。 記 第1指定種苗の表示に関する検査結果（種苗法第59条関係） 1種苗表示検査結果（総括表） 検査結果内訳 指定種苗の区分検査点数完全表示不完全表示無表示 合計 注1：指定種苗の区分欄には、「野菜」、「工芸農作物」等と記入する。 注2：苗については、（）内に内数で記入する。 2種苗表示検査結果 表示事項等備 検査対象 種苗業者 種品表示され生種子使用農薬 数 ている種 苗業者発芽率（％） 氏名又は名称 住所検査項目 採種年月又は有効期限 有効成分名 使用回数 産 氏名又住所表示検査 類種地考 は名称発芽率発芽率量 注1：「2種苗表示検査結果」は、店頭表示検査において不完全表示又は無表示であった種苗及び集取をした種苗についてのみ記入する。 注2：種子については、検査対象種苗業者欄から種子の表示発芽率欄まで（品種の検査項目欄を除く。）には表示されている事項を、検査発芽率欄には検査結果の数字を記入する。採種年月又は有効期限欄から使用農薬の使用回数欄までには、適正な表示である場合にあっては「適」、表示の不備等がある場合にあっては「否」を記入する。 注3：検査対象種苗業者及び表示されている種苗業者の住所欄には、都道府県名のみを記入する。 注4：検査対象種苗業者と表示されている種苗業者が同じである場合には、表示されている種苗業者の氏名又は名称欄及び住所欄に「同左」と記入する。 注5：品種の検査項目の欄には、飼料作物の種子に係る表示内容検査の基準を満たす場合にあっては「適」を、当該基準を満たさない場合にあってはその検査項目名を記入する。ただし、検査の対象とならない品種については、「―」を記入する。 注6：店頭表示検査において不完全表示又は無表示であった種苗は、該当欄（使用農薬欄を除く。）に「否」を記入する。 注7：使用農薬欄には、適正な表示（農薬を使用していない場合において、表示がない場合を含む。）である場合にあっては「適」を、不完全な表示である場合にあっては「否」を記入する。「否」を記入した場合にあっては、その内容を備考欄に記入する。 注8：備考欄には、種苗業者に対して改善報告を求めた内容その他特記すべき事項を記入する。 第2指定種苗の生産等に関する基準に係る検査結果（種苗法第61条関係） 検査対象種品品種の純種子伝染性純潔種子率 発含備 遺伝子組換え種子の混入の有無 種苗業者類種度病害芽水考 率量 氏名又は名称 住所品種型の異常 異株の混入率（％） 病害名罹病率（％） 検査した遺伝子組換え種子の品種の名称 混入の有無 注1：検査対象種苗業者の住所欄には、都道府県名のみを記入する。 注2：純潔種子率欄、発芽率欄及び含水量欄には、検査値が種苗法第61条に基づき定められた基準値を満たしている場合にあっては「適」を、基準値を満たしていない場合にあっては「否」を記入する。 注3：種子伝染性病害欄には、検査した病害名及びその罹病率を記入する。 注4：遺伝子組換え種子の混入の有無欄には、検査した遺伝子組換え種子の品種の名称及びその混入の有無を記入する。 注5：備考欄には、種苗業者に対して改善報告を求めた内容その他特記すべき事項を記入する。 



 


